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令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立戸田翔陽高等学校）       Ｓ０７ 
  

 

目 指 す 学 校 像 
基礎的な知識・技能の習得を基本に、主体的に取り組む意欲、多様性を尊重する態度、 

他者と協働するための資質・能力を身につけた「人財」の育成を目指す学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、生徒の学ぶ意欲を喚起して、

学習の基盤となる「言語能力」を育成する。 

２ 自身も他者も尊重し、自ら判断して行動する自律性を育成し、自己肯定感を高める。 

３ 探究する力を育て、多岐にわたる進路希望の実現を系統的・組織的指導で支援する。 

４ 学校外資源を活用した実社会からの学びを充実するとともに、学校の力を地域で生かす。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者      名 

    生徒         名 

    事務局(教職員)    名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日 現 在 ）  実施日 令和 年  月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

授業でのICT活用は進んでい

るが、１・２年次の成績不振解

消が急務である。 

【課題】 

・ICTを活用した授業。 

・言語能力（理解力、表現力、

コミュニケーション力）育成への

アプローチ不足。 

・成績不振者数の増加。 

ICT活用、少人
数・習熟度別授
業を展開し、生
徒の言語能力を
育成する。 

①日常的な ICT の活用により、個
に応じた指導や協働的な学びを
充実させ、教育の質のさらなる向
上と基礎学力の確実な定着を図
る。 
②英・国・数の少人数・習熟度別
指導を通じ、言語能力育成を意識
した授業改善を組織的に行う。 
③体験活動、日本語指導など
個々の生徒に沿った指導の充実
策を実施する。 

①②③授業評価アンケートにお
ける「授業内容の理解・満足度」
「ICT 活用度」肯定率 85%以上。 
①②③言語能力の育成のため、
より多くの言語活動を実践できた
か。 
①②③成績不振者（12 単位未満
修得者）の割合を前年度より減少
させる。 

      

２ 

【現状】 
 不登校経験や外国にルーツ

があるなど多様な背景を持ち、
自己肯定感が低い生徒が多く
在籍している。 
【課題】 
・自己管理能力の不足 
・基本的生活習慣の欠如。 
・多文化共生意識の向上。 
・生徒の自己肯定感の向上。 
 

 自ら判断して行
動する場面、成
功体験を増や
し、生徒の自己
肯定感を高め
る。 
 自他ともに尊重
する心を醸成す
る。 

①ノーチャイム・生徒手帳活用に
よる基本的な生活習慣を身に付
け、自己管理能力を育成する。 
②学校行事や HR を通じ、自他共
に尊重し、互いの違いを認め合う
多様性尊重のインクルーブ教育を
推進する。 
③SC、SSW 等の専門スタッフ、戸

田かけはし高等特別支援学校、

外部機関と連携し、SST、SET を

通じソーシャルスキル習得する。 

①生徒の自律性を高める教育活
動の場が作れたか。 
②生徒学校生活アンケート「学校
生活は楽しい」肯定率 85％以
上。 
②③生徒状況を把握し、校内外
と連携を活かして生徒を支援す
ることができたか。 
②③多様な生徒の理解を深め、
生徒の支援を行うことができた
か。 

      

３ 

【現状】 
 進路希望が大学短大、専門
学校、就職と多様化している。 
【課題】 

・多様化する進路希望に対応
した進路指導。 
・年次、教科と連携した進路指
導部主導の進路指導。 

 キャリア教育を

推進し、個々の

生徒に沿った多

様な進路実現を

支援する。 

①「産業社会と人間」を中心に３年
間を見通した系統的なキャリア教
育を実施し、生徒の自己理解の深
化、進路意識の醸成を図る。 
②各種ガイダンスや外部模試受
検の促進等、進学希望者の支援
を更に充実させる。 
 

①進路希望決定率95％以上の
維持 
②各種ガイダンス等の実施によ
り、生徒の学習意欲・進路意識向
上につなげられたか。 
①②進路指導の満足度は85％
位以上。 

     

４ 

【現状】 
 地域連携を活かした活動を
実施できるようになってきた。
生徒・学校・地域の現状を踏ま
えたカリキュラムが求められて
いる。 
【課題】 

・教職員の多忙化 
・地域と交流する場面を増やす
工夫。 
・積極的かつ持続的な地域へ
のPR活動及び生徒募集の推
進。 

 地域との連携
により地域に根
付いた学校づく
りに取り組む。 
学校の特色を

様々な媒体、機

会を活用し魅力

を発信し、志願

者数を増加させ

る。 

①カリキュラム・マネジメントの深化
による教育活動の精選と最適化。 
②コミュニティ・スクールを核とした
地域との双方向の連携強化。 
③学校 HP や SNS 等のデジタル
メディアを戦略的に活用し、学校
行事、部活動、特色ある教育活動
の魅力をタイムリーかつ多角的に
発信し、学校の認知度向上を図る 
 

①②県及び市、地域の行事など
に生徒が関わることができたか。 
②③学校 HP、学校通信の発行・
更新回数。 
③学校説明会参加者の高い満
足度は得られたか 
①②③志願者数を維持できた
か。 

 

     


